
３月　美里吾平ひな祭り
ひな人形の展示や雛あられのプレゼント、
巫女舞いや雅楽演奏など、春らしい華やか
なイベントになりました。

５月　ひらぼうほたるの里ほたる祭り
「ひらちゃん・ぼうちゃん」の飛行式やじゃ
んけん大会などの催しの後、参加者は幻想
的なホタルの光を観賞しました。

５月　海外クルーズ船オプショナルツアー
マリンポート鹿児島で３月９日に海外ク
ルーズ船の寄港が再開した後、鹿屋港を利
用したツアー受け入れが行われました。

４月　エアーメモリアルinかのや�2023
４年ぶりの開催で、航空ショーや小学生と
P-1哨戒機との綱引きなどが行われ、約1万
9,000人が来場しました。

４月　鹿屋市防災会議
多くの関係機関と市武道館駐車場のマン
ホールトイレなどの現地視察を実施。出水
期を前に防災対策を確認しました。

２月　JBCF鹿屋・肝付ロードレース大会
大隅広域公園周辺特設コースで国内最高峰
の自転車ロードレースを開催。多くの市民
が迫力あるプロの走りを観戦しました。

２月　高病原性鳥インフルエンザ発生に
　　　伴う消毒ポイント設置
消毒ポイントを市内４か所に設置して、畜
産関係・一般車両の消毒を行いました。

１月　くしら二十三や市
３年ぶりの開催となった、くしら二十三や
市。串良総合支所前に約150店の出店が並
び、約2万8,600人が来場しました。

１月　鹿屋市二十歳のつどい
成人年齢が18歳に引き下げられたことか
ら、名称が成人式から「二十歳のつどい」へ
変更され、726人が参加しました。
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　年が明け、本市では新型コロナ
ウイルス感染症への対策を実施し
ながら、各種イベントが開催され
ました。２月には市内で初の鳥イ
ンフルエンザが発生し、畜産業が
打撃を受けましたが「2023くし
ら桜まつり」や「エアーメモリアル
inかのや2023」が開催されるなど、
アフターコロナを見据えて少しず
つ社会全体が明るい方向に進んで
いきました。
　５月、新型コロナウイルス感染
症が５類に移行すると、各地のイ
ベントが次々と復活。3年ぶりに開
催された８月の「かのや夏祭り」で
は、約3,000人の踊り連に本市出
身のお笑い芸人であるサンシャイ
ン池

いけざき
崎さんが加わり、街に活力を

与えました。さらに10月には「燃
ゆる感動かごしま国体・かごしま大
会」が本県で開催され、４競技を市
内で実施。それに併せて天皇皇后
両陛下が即位後初めて鹿屋市内を
行幸啓されるなど、歴史的な１年
になりました。
　今年は長いコロナ禍が去ったも
のの、不安定な国際情勢を背景と
した紛争や物価高騰など、我々を
取り巻く情勢が大きく変容した１
年となりました。本市にとっても
特別となったこの１年間を、写真
とともに振り返ります。

３月　ボクシング男子日本代表合宿
荒
あらたけ

竹一
かず

真
ま

選手や岡
おかざわ

澤セオン選手を含むボク
シング男子日本代表団23人が訪れ、体力強
化やスパーリング等で汗を流しました。
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